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すでに熟読された向きも多いかと思われるが、去

る８月５日、中央教育審議会から文部科学大臣に宛

てて「大学の質の保障に係る新たなシステムの構築

について」、「大学院における高度職業人養成につい

て」、「法科大学院の設置基準について」という三通

りの答申が提出された。これら三通りの答申のうち、

第一の答申と第二の答申が連盟にとっても個々の加

盟校にとっても重要な意味をもつことは答申の表題

をみただけでも十分に推測が可能であろう。第一の

答申は、大学における教育の質の確保向上を図ると

いう観点から、設置認可制度の見直しと第三者評価

制度の導入を求めるという内容になっている。第二

の答申は、大学院における高度専門職業人養成とい

う課題に焦点を絞り、新たな大学院の類型として教

育目標を高度専門職業人の養成に特化した専門職大

学院の設置を提案している。第三の答申は表題だけ

をみると社会福祉学の研究や教育には無関係のよう

にも思えるが、法科大学院は新しい専門職大学院の

嚆矢として位置づけられており、その設置基準は社

会福祉学の領域において専門職大学院の設置を進め

ようとすれば、まず第一に参照されるべき準則であ

るといって過言ではない。

周知のように、連盟は、足掛け５年ほどにもなろ

うか、少なからぬ労力を割いて法人化の問題に取り

組んできた。その成果の一つは、2000年７月に設置

認可を得た厚生労働省所管の社団法人日本社会福祉

士養成校協会である。しかし、この養成校協会とと

もに車の両輪を構成するはずの文部科学省所管の社

団法人の設置はいまだに日の目をみないでいる。こ

のところの折衝でかすかに光明がみえてきたと思わ

せる兆候もないではないが、設置認可の障壁になっ

ている問題は「社団法人化で一体何をやろうとされ

ているのですか」という文部科学省の問いかけに尽

きるといってよい。

連盟としてはこの質問に十分応えるだけの考え方

と実績を示してきたつもりであるが、それは内輪の
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大学改革と連盟の課題大学改革と連盟の課題

学校連盟副会長　古　川　孝　順
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論理ということであろうか、なかなか担当者の理解

が得られないままに時間が経過してきた。そこに、

今回の中央教育審議会の答申である。連盟としては、

連盟を社会福祉学の領域に特化した第三者評価機関

としての加盟校の評価や認定（アクレディテーショ

ン）を実施する機関として位置づけること、さらに

は専門職大学院としての発展をも視野に入れつつ大

学院水準における社会福祉学研究・教育の充実を図

ることを軸に連盟としての事業を再整理し、一層精

力的に社団法人の認可を働きかけることになろう。

他方、この10年以上にわたって社会福祉学を研究

教育する単科大学、学部、学科、専攻の新設ラッシ

ュが続いている。そのこと自体は社会福祉界にとっ

ても日本社会事業学校連盟にとっても喜ぶべきこと

であろう。しかし、この数年の連字符社会福祉学と

でもいうべきか、人間福祉学、医療福祉学、保健福

祉学、情報福祉学、生活福祉学等々を名称とする学

部、学科の設置が目立っている。逆に、福祉心理学、

福祉情報学、福祉保健学等々頭に福祉を冠する学科

も増加している。さらに、近年、新設校のほとんど

が完成年度を待たずに、時には新設の翌年には大学

院を開設する傾向にある。

連字符社会福祉学等の出現は社会福祉学が学際科

学としての性格をもつ以上避けられない傾向である

ともいえるし、社会福祉学の内容が豊富になり、多

様化していることの結果であるといえなくもないで

あろう。学部、学科等の新設にあたって何とか今ま

でにない新味、特色を出したいという設置者の思い

も理解できないわけではない。しかし、このような

状況をみていると、このような学部、学科における

社会福祉学の研究や教育は今後どうなるのか、そこ

で教育を受けた学生は将来どのような職業に就き、

どのような活動のしかたをすることになるのか、そ

こに一抹の不安がないわけではない。

もとより、このことは新設の学部や学科だけの問

題ではない。既設の大学や大学院においても事態は

同様である。社会福祉学の研究者としてのオリエン

テーションとアイデンティティをもち、関連領域の

研究者ときちんと連携・協力しあえるだけの高い研

究能力をもつ社会福祉学プロパーの研究者をどのよ

うに養成していけばよいのか。また、社会福祉学を

基礎科学としながら関連領域の専門家と連携・協力

して援助活動に携わることのできる高度の専門職業

人をどのように養成していけばよいのか。連盟とし

ても、個々の加盟校としても、英知を集めた議論が

求められている。

こうした問題に対処するため連盟ではすでに大学

院教育検討委員会を設置しているが、そこでは文部

科学省や中央教育審議会の動向をにらみつつ精力的

な議論が重ねられてきている。今回の答申との関係

でいえば、専門職大学院の設置を視野に入れ、社会

福祉学の領域における高度専門職業人教育の受け皿

として、社団法人化を前提に、上級ソーシャルワー

カー（仮称）の資格を連盟の責任において設置・認

定し、その普及を図ることなども案の一つとして検

討されている。

いずれにしても、わが国の社会福祉学の研究と教

育は大きな岐路に立たされている。連盟は不退転の

覚悟をもって、将来における社会福祉学の研究と教

育のあり方を追求するとともに、事業展開の基盤と

なる社団法人化に総力をあげるべき時期に差しかか

っている。

以上、連盟副会長・東京事務所長代行というより

も個人的な資格による発言という性格が強いものと

なったが、最後に加盟校による活発なご議論、ご提

案を期待するとともに、理事会活動に対するご理解

とご協力をお願いして擱筆することにしたい。
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第32回社会福祉教育セミナー開催のご案内
（社養協第１回社会福祉士養成教育セミナー）

わが国の社会福祉教育の推進と課題をめぐる

学術交流の機会として本社会福祉教育セミナー

は、長年にわたる大きな役割と成果を残して参

りましたが、本年度より日本社会事業学校連盟

と日本社会福祉士養成校協会による共同開催事

業として新しい歴史を刻むことになりました。

21世紀の社会福祉は、ニーズの拡大と変質へ

のテンポの速さから、その目標や施策・方法へ

の対応に持続的な改革や発想の転換が求められ

ております。なかでも社会福祉サービスの水準

を維持するための人材養成は焦眉の急を要する

最重要課題だといえましょう。その動向を反映

し社会福祉士などの資格制度が整備され、社会

福祉教育も急速に拡大・発展し、その教育水準

や内容が厳しく問われる時代になって参りまし

た。

本年度の社会福祉教育セミナーは、これらの

課題に応え、課題を深め追求するために「社会

福祉教育への学際的協働」という大会テーマを

掲げ、社会福祉教育の原点とアイデンティティ

を広く共有する機会にしたいと願っておりま

す。

そのためにシンポジウムで「社会福祉教育へ

の学際的視野と協働」という発題を柱に、記念

講演では「IT社会の功罪と社会福祉教育の課題」

に示唆を得、さらに本年度は日本社会福祉士養

成校協会との共同開催という主旨を生かし、社

会福祉教育の課題を広く社会福祉士・介護・保

育などから大学院教育まで、教育制度や目標・

内容・方法などを12の分科会にて報告・討議し

たいと計画しております。

学校連盟や養成校協会のご理解やご協力をい

ただきながら、ご参加くださる皆様の心に残る

多くの成果をと願いつつ諸準備を進めておりま

す。龍谷大学の瀬田学舎は、山並みで囲まれた

湖国近江から流出する瀬田川に近い景勝の地で

ございます。この機会に自然や歴史的遺産にも

恵まれた近江の地を、セミナー翌日の秋の一日

ゆっくりと散策されてはいかがでしょうか。

多くの方々がご参加下さり、セミナーを意義

あるものにしていただきたく、一同心より来学

をお待ちし、ご案内を申し上げます。

2002年７月

2002年度第32回社会福祉教育セミナー運営委員会

委員長　太　田　義　弘
（龍谷大学大学院　社会学研究科長）



テーマ：社会福祉教育への学際的協働
開催趣旨

時代の要請を背景に加速度的に発展してきた社会福祉教育が大きな曲がり角にさしかかっています。18歳
人口の漸減に伴う冬の時代とともに、社会福祉教育の量的拡大が質的低下を余儀なくするなか、教育機関の
姿勢が厳しく問われています。崇高な教育目標と離反した安易な社会福祉教育、教育課程と教育内容の乖離、
資格制度対応への混乱、教員組織の希薄化と払底などまことに深刻です。
本社会福祉教育セミナーは、この問題への自己点検を目標に隣接科学の専門教育と比肩して有為な人材教

育を目指せる社会福祉教育の固有性や特殊性を課題に開催します。社会福祉事象のもつ特殊性から研究や実
践もまことに多様性を帯びています。分化した諸科学の寄り合い所帯では専門性は育ちません。今再び問わ
れている課題を、原点にもどって社会福祉教育のアイデンティティとして学際的な視野と協働のもとに追究
してみたいと考えています。
本年度より日本社会事業学校連盟と日本社会福祉士養成校協会との共催で社会福祉教育セミナーを開催す

る運びとなりました。広く社会福祉教育に参画する教育研究者が一堂に会して、利用者支援への施策や方法
教育への共通土俵を固める機会としたいものです。

開催要領
開催日　2002年10月12日（土）・13日（日）

第１日目
受　　　　付 10:00～ （１号館エントランスホール）
開　　　　会 10:30～11:00
記 念 講 演 11:00～12:30 （４号館209教室）
シンポジウム 13:30～17:00
教育交流懇談会 18:00～20:00 （琵琶湖ホテル）

第２日目
受　　　　付 9:00～ （２号館エントランスホール）
分　科　会 9:30～14:20 （12:00～12:45昼食）
総　　　　会 14:30～17:30 （２号館220教室）

会　場　龍谷大学　瀬田学舎（大津市瀬田　JR瀬田駅よりバス10分）
参加費　10,000円・教育交流懇談会　8,000円
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プログラム

開会挨拶
日本社会事業学校連盟 会長　　　　　　　　　同志社大学 学長　　　　　八田　英二
日本社会福祉士養成校協会 会長　　　　　　　日本社会事業学校 校長　　ł 橋　重宏
2002年度開催校　学長　　　　　　　　　　　 龍谷大学 学長　　　　　　上山　大峻

来賓挨拶（予定）
文部科学省高等教育局医学教育課　課長補佐・介護福祉人材育成専門官　　宮田　裕州　氏

記念講演
テーマ：「IT社会の功罪と社会福祉教育の課題」（11:00～12:30）
講　師：町永　俊雄（NHKチーフアナウンサー兼プロデューサー）
司　会：村井　龍治（龍谷大学）

シンポジウム
テーマ：「社会福祉教育への学際的視野と協働」（13:30～17:00）
趣　旨：現実社会に生きる人間の生活を支援する施策や方法が社会福祉です。生活とは、人間と環境とい

う視野と流れや広がりからなるコスモス（その人固有な秩序をもった世界）ですが、生活をめぐ
る科学的な研究は分化し多様化です。生活支援という諸科学の学際化の重要性はいうまでもあり
ませんが、そのための協働の可能性や意義、方法などを追究することから社会福祉教育の意義や
固有性についての共通理解を深めてみます。

シンポジスト：理工系　錦織　毅夫（吉備国際大学）
医療系　上林　茂暢（龍谷大学）
政策系　里見　賢治（大阪府立大学）
方法系　佐藤　豊道（東洋大学）

コーディネーター：太田　義弘（龍谷大学）

教育交流懇談会
会　場：琵琶湖ホテル（18:00～20:00）

社会福祉教育セミナー分科会

第１分科会　社会福祉の導入教育 （定員80名　２号館101）
－社会福祉への動機づけを以下に高めるか－

趣　旨：わが国のように高度に制度化、分業化された社会においては、個人の他者援助への感情や関心は、
震災などの非常事態の場合を除いて、希薄になりがちです。社会福祉の学生も、生活・社会福祉
問題に対する実感や動機があまりないまま入学する例がみられます。社会福祉への関心や情熱を
いかにして高めさせるか。具体的な導入カリキュラムの内容や教員・学生へのアンケート調査結
果をもとに、この問題について論議します。

趣　旨：本年度の分科会の開催は、共通テーマの趣旨を可能な限り反映させ、社会福祉教育の基本

と積年の重要課題を討議するため、①教育カリキュラムの展開方法と内容、②各種資格教育、

③教育機関別特性、④日本社会福祉士養成校協会の参画などを念頭に、例年継続討議を重ね

てきた分科会などを考慮して多様な分科会を開催し、課題に特化した深い討議を可能にした

いと願っています。

２日目　10月13日

１日目　10月12日
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コーディネーター：西尾　祐吾（福井県立大学）
報告者：平安女学院大学における導入教育の内容とその特徴　　竹内　一夫（平安女学院大学）

桃山学院大学における導入教育の内容とその特徴　　　松端　克文（桃山学院大学）
吉備国際大学における導入教育の内容とその特徴　　　石田　　敦（吉備国際大学）

第２分科会　社会福祉援助方法教育をめぐる遠隔教育の諸問題 （定員90名　２号館102）
－通信・IT・学内教育の視点から－

趣　旨：昨今、各種の遠隔教育が実施されています。こうした中、従来からの学内教育と、通信教育、さ
らにはITを利用した教育が、大学や専門学校での社会福祉援助方法教育にいかなる影響を与え
ているのかを整理し、遠隔教育を活かした社会福祉援助教育方法の問題点を討議します。社会福
祉士教育や精神保健福祉士教育を問わず、また大学だけでなく専門学校の関係者の参加を期待し
ます。

コーディネーター：大学学内教育の立場と総括　　室田　人志（同朋大学）
報告者：大学通信教育の立場から　　　辻村　慶子（佛教大学）

ITを利用した教育について　　長崎　和則（福山平成大学）
専門学校の立場から　　　　　川西　利典（防府福祉医療専門学校）

第３分科会　社会福祉実習（入所施設・通所施設）教育の課題 （定員100名　２号館120）
－現場実習への参加に困難を来す学生の指導を考える－

趣　旨：社会福祉実習教育は現場と教育機関との連携が進み、より充実したシステムへと向かいつつあり
ます。しかし実習中に不適応を起こす学生（あるいは不適応を起こすことが懸念される学生）を
どう指導教育するかという問題については未だ十分な解決法が見いだされていません。本分科会
は、この問題に焦点を絞り、どのような教育指導の方法が必要なのか、実践事例をもとに指導の
在り方を探ります。

コーディネーター：実習への戸惑いはどこから生じるのか　　　　　　　久田　則夫（龍谷大学）
報告者：自習に困難をきたす（可能性のある）学生への対応と考え方　　小山　聡子（日本女子大学）

実習教育のこれからのあり方　　　　　　　　　　　　　　　　大崎　広行（宮城学院女子大学）
現場自習で自分探しをする学生たち

─彼らを支援する大学と現場の役割を考える
沖倉　智美（大正大学）

第４分科会　現場実習の共通課題の今後の展開方策について （定員100名　２号館103）
－ミニマム・スタンダードの確立を目指して－

趣　旨：2002年３月に発刊された「社会福祉専門職における現場実習の現状とこれからのあり方に関する
調査研究報告書」を活用し、現場実習のこれからの展開方向についてミニマム・スタンダードの
確立を目指して検討します。

共通課題　①実習指導者組織認定について
②現場実習施設・機関の拡張について
③実習謝礼金のあり方について
④実習担当教員の要件（実習教育や巡回指導）について
⑤ソーシャルワーク実習とケアワーク自習について
⑥実習を巡るプライバシー問題について

コーディネーター：米本　秀仁（北星学園大学）
報　告：高橋　信行（鹿児島国際大学）

川上　富雄（日本社会事業学校）
澁谷　昌史（日本子ども家庭総合研究所）
熊坂　　聡（日本社会福祉士会）

第５分科会　社会福祉士養成に関わる諸問題 （定員80名　２号館106）
─資格取得後の就職および他専門職との関係に焦点をあてて─
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趣　旨：社会福祉士養成に関わる大学・養成機関は、数年来、増加の一途をたどり、有資格者数も増加し
ています。受験資格取得の為の実習機関との関係、実習方法、資格取得後の就職問題、介護福祉
士その他の専門職との関係等、検討問題は多いといえます。本分科会では、就職の問題と他資格
専門職との関係等を焦点に、社会福祉士養成の今後の方向づけの一端を明確にします。

コーディネーター：天野　マキ（東洋大学）
報告者：社会福祉士養成校における卒業生の就職等をめぐる課題　　岩崎　浩三（岩手県立大学）

社会福祉教育と社会福祉士養成　　　　　　　　　　　　　菊池　正治（久留米大学）
社会福祉士と他職種との関係

─養成校における現状と課題の検討を通して－
藤林　慶子（東洋大学）

社会福祉士養成と福祉事務所　　　　　　　　　　　　　　六波羅詩朗（国際医療福祉大学）

第６分科会　精神保健福祉士養成教育の現状と課題 （定員60名　２号館108）
－大学と実践現場との協働を目指して－

趣　旨：精神保健福祉士資格取得のための養成教育が始まって３年が経過しました。この間、大学も実践
現場も様々な問題を抱えながら、試行錯誤のなかで学生たちを教育してきました。本分科会では
「精神保健福祉援助実習」を中心として、大学と実践現場の実習教育における共通理解や協働の
あり方について検討します。

コーディネーター：石川　到覚（大正大学）
報告者：大学における精神保健福祉士養成教育の現状と課題 牧野田恵美子（日本女子大学）

精神保健福祉現場における実習指導の現状と課題 荒田　　寛（国立精神・神経センター精神保健研究所）

第７分科会　介護福祉士教育の学際的協働 （定員40名　２号館104）

趣　旨：介護福祉士教育の中心的な柱は、社会福祉学、看護学（医学）、家政学にあるといえます。本分
科会では、それぞれ三者の立場から、教育の内容や方法の現状を報告していただくと同時に、各
分野に対する意見を提起していただきながら介護福祉士教育のありかたについて交流します。

コーディネーター：藤井　伸生（華頂短期大学）
報告者：社会福祉学の視点から　　古川　隆司（キリスト教社会福祉専門学校）

看護学の視点から　　　　松田美智子（華頂短期大学）
家政学の視点から　　　　村岡　洋子（京都短期大学）

第８分科会　保育士教育の在り方 （定員40名　２号館105）

趣　旨：2001年に児童福祉法の一部が改正され、保育士の国家資格化と子育て支援者としての保育士像が
明確化されました。養成カリキュラムにも「社会福祉援助技術」、「家族援助論」の科目が導入さ
れています。個人や地域を視野に入れた子育て支援への保育所の役割が期待され、相談を受ける
保育士のソーシャルワーカーとしての視点や資質の育成が求められています。本分科会は、地域
子育て支援センター機能に対応した保育士教育の在り方についての討論を目指しています。

コーディネーター：野澤　正子（龍谷大学）
報告者：保育ソーシャルワークの視点から　　　金子　恵美（日本社会事業大学）

地域子育て支援と保育士教育　　　　　白石　淑江（同朋大学）
保護者との協働　　　　　　　　　　　流石　智子（華頂短期大学）
現場から　　　　　　　　　　　　　　鵜飼真理子（池田さつき保育園）

第９分科会　国際社会福祉教育 （定員40名　２号館109）
－諸外国の社会福祉教育の実際に学ぶ－

趣　旨：わが国の社会福祉教育を方向づける際に、社会福祉の国際的視点は常に重要となります。本分科
会では、国際社会福祉を位置づけた上で、諸外国の社会福祉事情や社会福祉教育の現状報告を通
して、国際社会福祉教育の具体的方法（教科書、シラパス、実習など）を討議します。
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コーディネーター：荻原　康生（城西国際大学）
報告者：アジアの社会福祉～カリキュラム、

講義内容および教授法をめぐって　　　　　　　　M．ラジェンドラン（岩手県立大学）
国際社会福祉カリキュラムと

フィールドプラクティカムの実践から　　　　　　原島　　博（ルーテル学院大学）
英国の大学の社会政策・ソーシャルワーク教育プログラムをめぐって～教育プログラムの構成、

実習教育及び現代英国のソーシャルワークの現状　所　　道彦（大阪市立大学）
ニュージランドのソーシャルワーク教育におけるBiculturalismとChallenging

～留学生の目を通して　　　　　　　　　　　　　多田　千治（鴻池社会福祉専門学校）

第10分科会　大学院教育 （定員60名　２号館107）
－大学院の“多様化”と求められる水準－

趣　旨：社会福祉の大学院が増大・多様化している今日、これに対応して、一定のガイドラインを策定す
る必要があります。現状の履修科目内容と習得した知識内容が、果たして、社会福祉学を修めた
といえるだけの水準にあるのだろうか。いわゆるアクレディテーション（Accreditation）の問
題を考えます。

コーディネーター：大橋　謙策（日本社会事業大学）
報告者：大学院のあり方と教育研究水準　　　　　　　　　　　山崎美貴子（明治学院大学）

ＣＯＥに対応した大学院のあり方　　　　　　　　　　白澤政和（大阪市立大学）
夜間大学院の現状と”求められる水準” 大友信勝（東洋大学）
通信制大学院の現状と”求められる水準” 中村永司（仏教大学）
ビジネススクールの現状と”求められる水準” 野口定久（日本福祉大学）
社会福祉教育・研究のサイクルと”求められる水準” 岡本民夫（同志社大学）

第11分科会　教材開発・情報教育 （定員50名　６号館マルチメディアモニタリング）
－マルティメディア等を活用した社会福祉教育－

趣　旨：E-Learning等、大学教育においてマルチメディアを利用した授業展開が各分野で展開されていま
す。しかし社会福祉教育場面では、医療、保健等の関連分野ほどには取り組まれていません。今
後援助技術場面をはじめ、マルチメディアを活用した授業展開は学習支援への有効な手段となる
と考えられます。本分科会では、マルチメディアの利用法などの紹介とともにその問題について
検討します。

コーディネーター：村井　龍治（龍谷大学）
報告者：教育支援ツールを利用したゼミ教育　　　　　　　　　中村佐織（京都府立大学）

データベースシステムを活用した社会福祉調査実習　　安西将也（龍谷大学）
ｅビジネスソフトを利用した授業活用法　　　　　　　西川勉（日本ソフト開発株式会社）

第12分科会　社会福祉士一般養成施設と専門学校の現状と課題 （定員40名　２号館110）
－専門学校の受験資格取得の現状と課題－

趣　旨：日本社会福祉士養成校協会に参画する一般養成施設と専門学校が抱える社会福祉士教育の共通課
題を検討します。学生の応募状況と入学、卒業、資格の取得状況や通信課程での実習履修者の現
状と課題、さらに大学教育としての社会福祉教育に対して専門職業教育として専門学校が果たす
社会福祉教育の独自性などについて課題を提起します。

コーディネーター：川上英一郎（全社協中央福祉学院）
報告者：社会福祉士一般養成施設の現状と課題　　　　　　澤　伊三男（日本社会事業学校）

社会福祉士一般養成施設の通信課程の現状と課題　柏原　正尚（日本福祉大学中央福祉専門学校）
専門学校における受験資格取得の過程、その現状と課題 鈴木　伸子（日本福祉教育専門学校）
専門学校の独自性とその教育の方向　　　　　　　仁木　　淳（茅ヶ崎リハビリテーション専門学校）

総　会
会　場：２号館220（14：30～17：30）
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2002年度社会福祉教育セミナー事務局
龍谷大学社会学部

運営委員会 運営委員長／太田義弘　事務局長／長上深雪　運営委員／清水教恵　清水隆則　筒井のり子　西川淑子　山辺朗子
事務局所在地 滋賀県大津市瀬田大江町横谷1-5 龍谷大学社会学部教務課気付　社会福祉教育セミナー　事務局
連絡先 TEL：077-543-7760（社会学部教務課）・FAX：077-543-7615
メールでのお問い合わせ先　osakami@soc.ryukoku.ac.jp ・　ohta@soc.ryukoku.ac.jp

主催
日本社会事業学連盟
日本社会福祉士養成校協会

〒520-2194
滋賀県大津市瀬田大江町横谷1-5
TEL：（077）543-5111（代）FAX：（077）543-7615
JR琵琶湖線「瀬田」駅から帝産バス約10分「龍
谷大学」下車

○関西空港（JR特急はるか）→新大阪（JR東海
道・山陽本線快速）→瀬田（帝産バス　龍谷大
学行）→瀬田学舎　所要時間　約２時間　料金
片道　3970円

○伊丹空港（連絡バス）→新大阪（JR東海道・
山陽本線快速）→瀬田（帝産バス　龍谷大学行）
→瀬田学舎　所要時間　約１時間30分　料金
片道　1650円

○JR京都駅（JRびわこ線）→瀬田（帝産バス龍
谷大学行）→瀬田学舎　所要時間　約30分

鉄道
京阪電車浜大津駅・大津港に接続
京阪電車淀屋橋駅より三条駅乗り換え浜大津駅まで
１時間10分
JR大津駅より琵琶湖ホテルまで徒歩約８分
〔各地より大津駅まで〕
●JR京都駅より約10分
●関西空港より在来線利用で約１時間30分
●名古屋より新幹線・在来線利用で約55分
●金沢より在来線利用で約２時間30分
●広島より新幹線・在来線利用で約２時間30分
●東京より新幹線・在来線利用で約２時間50分
車
京都市内より約20分
名神大津ICより琵琶湖ホテルまで約５分
〔各地より大津ICまで〕
●大阪より約40分
●西宮ICより約１時間
●名古屋ICより約２時間
●金沢ICより約３時間
●岡山より約３時間

会場のご案内

〔龍谷大学瀬田学舎〕（１日目：全体会場、２日目：分科会会場）

〔琵琶湖ホテル〕（１日目：教育交流懇親会会場）

ご予約・お問い合わせは
TEL ：077-524-7111（代表）
FAX：077-524-1384
E-mail：lnfo@biwakohotel.co.jp


